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学習院大学計算機センター
学習院大学長磯部忠正
　「学習院大学計算機センター」が大学の附置機関として設置されてから6年半になる。この間，
計算機センターは少ない所員の総力をあげて，実務の上で大学各学部や事務部門の要請に応えて
きただけでなく，技術的理論的な面でも，学生の計算機使用に関する指導教育に，多くの努力を
払った。私はこれらの業績に対して，ここに深く敬意と謝意を表したい。計算機センターのこの
ような役割は今後とも変ることはないであろうが，このたび，さらに一歩を進めて，「年報」を
刊行することになった。これによって，実務遂行の面でも，理論的研究の面でも，計算機センタ
ーの機能は一段と高められることになるであろう。
　17世紀半ばに，パスカルがスウェーデン女王クリスチナに，自分の製作した計算機を献じた
そうであるが，それがどのような計算機であったかを，私は知らない。が，僅々30年前までは，
計算機はまだ少数の人の間で，特定の目的に使われる「珍らしい」道具であった。ところが現在
では，計算機の存在とその役割の大略を知らない人はない。産業も経済も，政治も文化一般も，
計算機使用を前提として成り立っており，家庭生活にも直接又は間接に計算機が組み込まれてい
るo
　計算機が便利な道具として，仕事や生活の能率をあげたり，人力を省いたりするのに役立つと
いった程度の評価を受けていた時代は過ぎて，今では好むと好まざるとを問わず，それなしには
世間並みの仕事も生活もできないことになった。計算機がただ巨大な数学的計算の道具という段
階を越えて，複雑かつ多量のデータを短時間に，正確に処理する装置としての役割をはたすこと
になり，さらに最近では人間の知識を処理する装置として開発されるに至った。こうなると，も
のごとの価値判断や意志の自由だけは機械的計算の塒外だと力んでいるわけに行かなくなる。個
人的には職業選択や恋人選びまで，集団的社会的には企業のプロジェクト決定や，政府の施策の
可否判断にまで，計算機の活動分野は拡大されてきているのである。
　こんなことを考えているうちに，私はゆくりなく，40年ほど前に読んだフランスの作家リラ
ダンの「未来のイヴ」という小説を思い出した。現実の女性への失望から，主人公がエヂソンの
発明した人造人間に真剣な恋をするという筋である。私が読んだのは渡辺一夫訳の岩波文庫版であ
るが，リラダンがこの小説を書いたのは1877年から1879年にかけてであるから，奇しくも今
から100年前のことである。西欧文明がいかに進んでいたからといって，100年前はベルが電話
機を発明し，エヂソンが蓄音機や白熱電燈を発明して，世界を驚かしていた程度の時代である。
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その時代に，文学者の空想の所産とはいえ，科学と人間との関わりについて，文明というものの
本質について，これほど根源的な問いを提起したことは，驚くべきことである。当時の浅薄な科
学万能の風潮を辛辣に謁刺した作品といってしまえぱそれまでであるが，今読み直してみても意
外に新鮮な印象を受けるのは，問いの根源性に由来するのであろう。
　超越次元を欠いた現代人は，精密な計算機に必然性と確実性を求め，やがて「絶対」に至ろう
とするであろうが，その極点に近づけば近づくほど，逆に「人間」の不安定と偶然性を自覚せざ
るをえない。そして，あらためて「偶然性」の深い意味に気づくことになろう。逆説的には，計
算機の発達は，現代人に新しい宗教意識を目覚めさせることになるかも知れない。この辺でもう
一度リラダンに御登場願いたいものである。
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